基礎現代化学(遠藤泰樹)過去問2010解答

（※予想解答です。間違いがありましたらご指摘下さい。）

第1問

(1)

ア．水素、ヘリウム　　

イ．温度の低下にともなって、陽子・中性子や原子核の衝突が生じなくなったから。

ウ．原子が中性化(陽子と電子が結合)した。
エ．恒星内で核融合反応によってつくられた。
(2)

波動の干渉に由来するもので、電子の波動性を示している。

(3)

球対称：1ｓ、2ｓ、3ｓ
節の面を1つだけ持ち、その面の鏡映で波動関数の符号が変わるもの：2ｐ、3ｐ

(4)
構成原理：電子は、エネルギー準位の低い軌道から順番に入る。

パウリの排他律：1つの電子軌道に入る電子は(逆向きのスピンで)最大2つである。

フントの規則：同じエネルギー準位の軌道に電子が入るときは、スピンの向きをそろえて出来るだけ異なる軌道を占める。
第2問

(1)

[image: image1.emf]
(2)

両端のC原子はsp2混成、中央のC原子はsp混成である。

(3)

[image: image2.emf]
(4)

紫外線を照射することで出来る。エチレン分子のHOMOは結合性π軌道でLUMOは反結合性π軌道であるが、紫外線を照射することでHOMO上の電子がLUMO上に移動し、二重結合だったのが単結合になるため、炭素原子が回転して移り変わることが出来る。
第3問

(1)

分子の吸収スペクトルや発光スペクトルを観測する。
(2)

太陽大気中のH、Na、Ca、Feなどと、地球大気中のO２などの吸収スペクトル。
(3)
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(4)

発光(輻射過程)と発熱(無輻射過程)

第4問

(1)

(※この問題は回答がよく分かりません。一般的には、反応物の濃度と反応速度定数で表すか、(a)～(d)全体の微分形を含んだ式を解くことによって求めるのではないでしょうか？)
(2)

(a)は高度が高いほど反応が進み、(b)は高度が低いほど反応が進む。よって、程よい高さ(高度30～40kmでピークを迎える)
(3)

０3＋ｈν＝O2＋O　…(c)

０3＋O＝O2＋O2　…(d)

(4)

(d)

(5)

(b)の反応速度と(c)の反応速度がおよそ等しいため、(c)の反応が進んでも(b)の反応によって打ち消されてしまう形となる。生命にとって危険な紫外線を吸収して、宇宙から地上に降り注ぐ紫外線量を軽減している。

(6)

G：ギブスの自由エネルギー、H：エンタルピー、S：エントロピー

(7)

ΔG＜０のとき自発的に反応が進む。ΔG≧０のとき自発的には反応が進まない。

第5問
親水基同士の静電相互作用と疎水基同士の相互作用によって集合し、親水基を外側に向けて水分子との間で弱く結合して、細胞膜は出来ている。
分散力(ファンデルワールス力)
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